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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 11,964 7.4 1,460 20.8 1,670 18.6 968 22.7
22年3月期第3四半期 11,139 △16.7 1,209 9.2 1,408 5.9 788 35.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 53.64 ―
22年3月期第3四半期 43.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 15,354 12,042 78.4 667.08
22年3月期 15,720 11,504 73.2 637.24

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  12,042百万円 22年3月期  11,504百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.50 ― 11.50 20.00
23年3月期 ― 10.00 ―
23年3月期 

（予想）
10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,300 5.4 1,980 9.1 2,180 4.1 1,190 △1.2 65.92



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページの「１．当四半期
決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 20,020,000株 22年3月期  20,020,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,967,963株 22年3月期  1,966,923株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 18,052,483株 22年3月期3Q 18,253,866株
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当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、アジア新興国等の経済成長に支えられた輸出拡大と国内

の政策効果を追い風に回復基調を辿りましたが、後半は急速な円高と政策効果の剥落から、長引くデフ

レに雇用不安等、景気の先行きは依然不透明な状況で推移しました。 

このような経済情勢下、開発型企業としてオリジナル商品の拡販に一層注力し、引き続き営業の効率

化とコスト削減に取り組みました結果、当社グループの売上高は前年同期比107％の119億64百万円、営

業利益は121％の14億60百万円、経常利益は119％の16億70百万円となりました。 

特別損益として、仙台支社等建替えに伴う固定資産除却損等38百万円を特別損失に計上し、当四半期

純利益は前年同期比123％の９億68百万円となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

（自動車関連事業） 

自動車関連事業の国内部門では、９月以降の新車販売減の影響を受けましたが、環境と安全に配慮し

た新製品の開発を進めながら、既存商品の拡販と営業の効率化に注力いたしました。 

海外部門では円高が続く中、成長を続ける新興国市場での補修部品需要の取り込みに努めました。 

なお、産業車両部品等は需要の回復の足取りは遅いものの、やや明るさが見えてきました。 

これにより、自動車関連事業全体の売上高は101億84百万円、営業利益は19億77百万円となりまし

た。 

  

（移動体通信関連事業） 

移動体通信関連事業では、収益重視の営業を更に徹底しました結果、売上高は17億80百万円、営業利

益は88百万円となりました。 

  

  

  

１. 当四半期決算に関する定性的情報

(１) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結会計期間末の財政状態を分析しますと、 

① 総資産合計は153億54百万円と前連結会計年度末に比べて３億66百万円減少しております。  

増加の主なものは、現金及び預金が１億84百万円、たな卸資産が１億26百万円、それぞれ増加い

たしました。 

減少の主なものは、売上高の減少により受取手形及び売掛金が４億78百万円、流動資産その他の

うち繰延税金資産等が１億85百万円、それぞれ減少いたしました。 

② 負債合計は33億12百万円と前連結会計年度末に比べて９億３百万円減少しております。  

減少の主なものは、支払手形及び買掛金が２億38百万円、未払法人税等が５億71百万円、賞与引

当金が97百万円、それぞれ減少いたしました。 

③ 純資産合計は120億42百万円と前連結会計年度末に比べて５億38百万円増加しております。  

増加の主なものは、四半期純利益が９億68百万円増加いたしました。 

減少の主なものは、配当金の支払いにより剰余金が３億89百万円、その他有価証券評価差額金が

43百万円、それぞれ減少いたしました。 

なお、自己資本比率は、73.2％から78.4％となりました。 

  

  

平成23年３月期の通期の業績予想（平成22年５月14日公表）につきましては、当第３四半期連結

累計期間の業績が概ね計画通りに推移しておりますので、現時点における業績予想値の変更はあり

ません。 

  

  

  

  

  

  

(２) 連結財政状態に関する定性的情報

(３) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

  

① 簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将

来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年３

月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24

号  平成20年３月10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  

平成20年３月31日）を適用しております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

  

２. その他の情報

(１) 重要な子会社の異動の概要

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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３. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,641 5,457

受取手形及び売掛金 1,381 1,859

有価証券 1,299 1,299

商品及び製品 450 338

仕掛品 26 17

原材料及び貯蔵品 16 11

その他 468 653

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 9,281 9,634

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 558 541

土地 1,391 1,391

その他（純額） 110 124

有形固定資産合計 2,060 2,057

無形固定資産 156 177

投資その他の資産

投資有価証券 2,869 2,877

その他 988 973

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 3,856 3,850

固定資産合計 6,073 6,085

資産合計 15,354 15,720

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,220 1,458

未払法人税等 129 700

賞与引当金 106 203

その他 530 550

流動負債合計 1,987 2,913

固定負債

退職給付引当金 858 828

その他 467 474

固定負債合計 1,325 1,302

負債合計 3,312 4,215
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,001 1,001

資本剰余金 4,184 4,184

利益剰余金 7,452 6,873

自己株式 △694 △693

株主資本合計 11,944 11,365

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 96 139

繰延ヘッジ損益 1 △0

評価・換算差額等合計 98 138

少数株主持分 － －

純資産合計 12,042 11,504

負債純資産合計 15,354 15,720
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(2) 四半期連結損益計算書

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 11,139 11,964

売上原価 7,214 7,738

売上総利益 3,924 4,226

販売費及び一般管理費 2,715 2,765

営業利益 1,209 1,460

営業外収益

受取利息 10 9

受取配当金 9 11

受取保証料 71 74

受取賃貸料 51 57

持分法による投資利益 33 71

その他 52 25

営業外収益合計 228 249

営業外費用

支払手数料 2 10

賃貸収入原価 23 27

その他 3 1

営業外費用合計 29 39

経常利益 1,408 1,670

特別利益

退職給付制度改定益 15 －

特別利益合計 15 －

特別損失

固定資産除却損 32 34

投資有価証券評価損 － 1

店舗閉鎖損失 21 －

ゴルフ会員権評価損 － 3

特別損失合計 54 38

税金等調整前四半期純利益 1,370 1,632

法人税、住民税及び事業税 545 562

法人税等調整額 36 101

法人税等合計 581 663

少数株主損益調整前四半期純利益 － 968

四半期純利益 788 968
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,370 1,632

減価償却費 117 112

賞与引当金の増減額（△は減少） △103 △97

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31 29

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 0

持分法による投資損益（△は益） △33 △71

退職給付制度改定益 △15 －

固定資産除却損 32 34

投資有価証券評価損益（△は益） － 1

ゴルフ会員権評価損 － 3

投資有価証券売却損益（△は益） － 0

店舗閉鎖損失 21 －

受取利息及び受取配当金 △20 △21

売上債権の増減額（△は増加） 237 478

たな卸資産の増減額（△は増加） 202 △125

仕入債務の増減額（△は減少） △33 △239

その他 80 △47

小計 1,881 1,689

利息及び配当金の受取額 22 27

法人税等の支払額 △434 △1,116

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,469 600

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △2,798 △2,598

有価証券の償還による収入 2,999 2,600

投資有価証券の取得による支出 △306 －

投資有価証券の売却による収入 5 12

投資不動産の取得による支出 △247 －

投資不動産の賃貸による収入 － 57

有形固定資産の取得による支出 △115 △81

無形固定資産の取得による支出 △95 △11

定期預金の払戻による収入 100 －

その他 43 △22

投資活動によるキャッシュ・フロー △413 △45

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △142 △0

配当金の支払額 △295 △370

財務活動によるキャッシュ・フロー △437 △371

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 617 183

現金及び現金同等物の期首残高 3,249 4,657

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,866 4,841
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 該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日) 

 （単位：百万円）

 
  

(注) １．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分の主な製品 

(１) 自動車関連事業 ………… 自動車部品、用品及び新商品並びに関連サービスの開発・販売、 

輸出入、産業車両用部品、付属品の製造・販売 

(２) 移動体通信関連事業 …… 携帯電話、ＰＨＳ及び周辺機器、用品の販売 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日  至 平成21年12月31日) 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、開示すべき所在地別

セグメント情報はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日  至 平成21月12月31日) 

 （単位：百万円） 

 
  

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(１) アジア     ……  パキスタン、シンガポール 

(２) その他の地域  ……  米国、アラブ首長国連邦、ロシア 

３．海外売上高は、当社の輸出高であり、連結子会社における記載すべき金額はありません。 

  

  

(４) 継続企業の前提に関する注記

(５) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

自動車
関連事業

移動体通信
関連事業

計 消去又は全社 連結

売上高

  (1) 外部顧客に対する売上高 9,028 2,110 11,139 ― 11,139

  (2) セグメント間の内部売上高 
      又は振替高

― ― ― ― ―

計 9,028 2,110 11,139 ― 11,139

営業利益 1,686 86 1,773 (563) 1,209

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

アジア その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高 1,436 2,625 4,062

Ⅱ  連結売上高 ― ― 11,139

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％)

12.9 23.6 36.5
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

1. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社は、本社に事業本部を置き、自動車関連事業を中心に事業活動を展開しております。 

従って、当社は事業を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成されており、「自動車

関連事業」及び「移動体通信関連事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「自動車関連事業」は、自動車部品、用品及び付属品並びに関連サービスの開発・販売、輸出

入をしております。「移動体通信関連事業」は、携帯電話、周辺機器及び付属品販売をしており

ます。 

  

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

 
(注)１．セグメント利益の調整額605百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれてお

ります。なお、全社費用の主なものは、当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

（注)２自動車  
関連事業

移動体通信
関連事業

計

売上高

 (1) 外部顧客への売上高 10,184 1,780 11,964 ― 11,964

 (2) セグメント間の内部売上高 
     又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,184 1,780 11,964 ― 11,964

セグメント利益 1,977 88 2,066 △605 1,460

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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